
令和４年第９回 
教育委員会定例会議案 

多賀城市教育委員会 



令和４年第９回教育委員会定例会議事日程 

                   令和４年９月２９日（木）

                    午後１時１５分 開 会

多賀城市役所５階 ５０１会議室

日程第１ 前回議事録の承認について 

日程第２ 議事録署名委員の指名について 

日程第３ 諸般の報告 

事務事業等の報告 

日程第４ 議 事 

臨時代理事務  臨時代理の報告について（令和３年度多賀城市
報告第１３号  一般会計歳入歳出決算に対する意見）

臨時代理事務  臨時代理の報告について（令和４年度多賀城市
報告第１４号  一般会計補正予算（第３号）に対する意見）

議案第２０号  成年年齢引き下げに伴う成人式式典の名称につい   

て

日程第５ その他 



諸 般 の 報 告

 令和４年第８回教育委員会定例会以降の事務事業の執行状況及び諸会議等の状況

は、次のとおりです。 

■教育総務課関係 

８月２５日、「第２０回多賀城創建１３００年事業調査特別委員会」が開催さ

れ、教育委員会関係では「特別史跡多賀城跡復元整備事業について」を市議会議

員に説明しました。 

同日、「第２６回多賀城市中学校駅伝競走大会」が多賀城地区緩衝緑地で行わ

れ、男子８チーム、女子５チームの参加の下、熱戦が繰り広げられました。男子

は、高崎中学校Ａチーム、女子は、第二中学校Ａチームが優勝しました。両校と

も１０月に行われる県大会に出場します。 

８月２６日、「二市三町教育長会議」が七ヶ浜町役場で開催され、教育長が出

席しました。 

８月２９日、東北学院大学と多賀城市との連携協力協定に基づく事業の一環と

して、科学技術の重要性を理解させることを趣旨とした「工学に関わる啓発活動」

を東北学院大学と共同で開催しました。東北学院大学多賀城キャンパスを会場と

し、東豊中学校の３年生５７名が参加しました。 

８月３１日、「仙台管内教育委員会教育長会議」が仙台合同庁舎で開催され、

教育長が出席しました。 

９月３日、第二中学校で体育祭が開催されました。 

９月６日、令和４年第３回市議会定例会が開会し、９月３０日までの２５日間

の会期で開催されております。教育委員会関係議案は、教育長及び教育委員の任

命に係る人事案件が２件で、麻生川教育長が再任され、篠塚彩（旧姓：髙田）氏

が教育委員に任命されました。その他、本日臨時代理事務報告をいたします「令

和３年度一般会計歳入歳出決算」及び「令和４年度一般会計補正予算（第３号）」

について、本会議及び予算特別委員会で審議されました。教育委員会関係の一般

質問は、１名から２問の質問がありました。回答要旨は別紙のとおりです。 

  ９月１７日、「令和４年度多賀城市中学校新人体育大会」が市内各会場におい

て開催され、各競技において熱戦が繰り広げられました。 

９月２０日、台風１４号の接近に伴い、小中学校を臨時休業としました。 

前回定例会以降の新型コロナウイルス感染症による小中学校の臨時休業状況は、

別表のとおりです。 
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■生涯学習課関係 

  ８月２２日、市民会館小ホールで、第１０４回全国高等学校野球選手権大会決

勝戦（仙台育英学園高等学校 対 下関国際高等学校）のパブリックビューイング

を開催し、約２７０名の市民が参加しました。 

９月５日、第１０４回全国高等学校野球選手権大会に宮城県代表として出場し、

初優勝を果たした仙台育英学園高等学校硬式野球部が表敬訪問に訪れ、夏の甲子

園大会優勝を報告しました。会場のさんみらい多賀城イベントプラザ（STEP） に

約２００名の市民が駆け付け、優勝を祝いました。 

前回定例会以降に実施した主な社会教育事業等は、別表のとおりです。 

■文化財課関係 

９月６日、歴史的食文化体験学習の一環として、そばの種まきを多賀城跡大畑

地区等で実施し、城南小学校６年生１２４名が参加しました。 

（別表）新型コロナウイルス感染症による小中学校の臨時休業状況 

（令和４年９月２０日現在）

 休業日 学校名 

 8月29日 城南小学校（あおぞら１・２、たんぽぽ） 

 8月30日、8月31日 多賀城小学校（２年３組、５年３組） 

 9月2日 城南小学校（５年２組） 

 9月7日、9月8日 天真小学校（２年１組） 

（別表）社会教育事業等の開催状況 

（令和４年９月２０日現在） 

○市民会館（指定管理） 

 開催日 内容 参加者数 会場 

 8月14日、21日 主催事業「たがぶん自習室」 3名 中公 

 8月19日 共催事業「邦楽チャレンジ2022」 70名 市会 

 8月21日 主催事業「つなぐ、ミュージックリレー」 112名 市会 

 8月24日 主催事業「サークルマーケット」 129名 市会 

 8月27日 

主催事業 

※中央・山王地区・大代地区公民館「高齢者教育

事業」との共同事業 

「庄司恵子・KASUMIのヘラヘラトークPart8」 

245名 市会 
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 9月3日 主催事業「コンサートで避難訓練2022」 130名 市会 

〇中央公民館 

開催日 内容 参加者数 会場 

8月18日 

成人教育講座「より豊かなシニアライフのための

はじめてのスマホ講座」 

講師：東北テレメディア開発株式会社 

 鵜浦 勇人 氏 

4名 市会 

8月20日 子ども映画会「イソップ物語・がんばれスイミー」 12名 市会 

9月1日 出前映画会「まんが日本昔ばなし」 78名

笠神認

定こど

も園 

9月4日 

家庭教育講座「どうしたらいいの？子どもの不登

校・ひきこもり～ひとりで悩んでいませんか？こ

ころの声に耳をかたむけて～」

講師：親業訓練インストラクター

波多野 ゆか 氏

6名 中公 

9月10日 

成人教育講座「～お肌すっきり、香りでリラック

ス～お肌にやさしいハーブ石けんづくり講座」

講師：ハーブ工房まーじょらむ 阿部 薫 氏

9名 中公 

○山王地区公民館 

開催日 内容 参加者数 会場 

9月11日 
家庭教育事業「親子小中学生天文学教室」 

講師：仙台市天文台職員 
46名 山公 

○大代地区公民館（指定管理） 

 開催日 内容 参加者数 会場 

 8月21日 
青少年教育事業「子ども書道教室」 

講師：高橋 秀秋 氏 
2名 大公 

 9月14日 

高齢者教育事業「山茶花大学 人生100年時代を

充実させるためのお金の分け方、使い方」 

講師：ソニー生命保険株式会社 大和田惇貴 氏 

15名 大公 
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○市立図書館（指定管理） 

 開催日 内容 参加者数 会場 

 8月17日 「英語の本を楽しもう 英語多読サロン」 2名 市図 

 8月19日 
「夜活 1日の終わりにYOGA教室」 

講師：ヨガインストラクター 工藤葉子 氏 
5名 市図 

 8月20日、21日

アーブル美術館企画展「ちいさな贋作工房in多賀

城」関連イベント 親子ワークショップ 贋作段ボ

ールバッジづくり 

講師：アーブル美術館長  藤原晶子 氏 

19名 市図 

 8月20日 「キッズクラフト  でんでん太鼓を作ろう！」 10名 市図 

 8月21日 

「本のソムリエに学ぶビジネススキル 夢をかな

える手帳術編」 

講師：本のソムリエ 二本柳保 氏 

5名 市図 

 8月27日 「キッズクラフト  防災スリッパを作ろう！」 9名 市図 

 8月27日 「図書館探検 館長と巡る図書館ツアー」 5名 市図 

 8月28日 「何が出るかな？ 化石発掘体験」 25名 市図 

 8月28日 「親子で一緒に 図書館探検隊！」 10名 市図 

 9月2日 
「朝活 Good morning YOGA」 

講師：ヨガインストラクター  工藤葉子 氏 
5名 市図 

 9月4日 「図書館探検 館長と巡る図書館ツアー」 5名 市図 

 9月7日 「英語の本を楽しもう 英語多読サロン」 3名 市図 

9月10日～ 

9月12日 
「本のリサイクル市」 － 市図 

 9月11日 

「いつもの暮らしで もしもに備える防災講座」

講師：無印良品インテリアアドバイザー 

 加園悠依 氏 

19名 市図 
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○総合体育館（指定管理） 

 開催日 内容 参加者数 会場 

 8月18日、25日 学校体育を克服！運動教室（１年生） 27名 総体 

8月18日～ 

9月12日 

（全4回） 

社会体育事業「健康・スポーツ相談室」 

講師：株式会社activebody 
11名 総体 

 8月20日  
社会体育事業「ウォーキングサッカー体験会」 

講師：宮城県サッカー協会 
33名 STEP 

8月21日、 

9月18日 
社会体育事業「おとなの朝活（ヨガ）」 28名

総体 

館前遺跡 

8月21日、 

9月18日 

社会体育事業「おとなの朝活（トレーニング）」

講師：株式会社activebody 
14名 総体 

 9月4日 
社会体育事業「登山in姫神山」 

講師：多賀城山岳会 
15名 姫神山 

 9月17日 
多賀城市民スポーツ大会 

「グラウンド・ゴルフ大会」 
196名 中央公園 

8月19日～ 

9月20日 

（全10回） 

地域スポーツ指導者派遣事業 

申請団体：志引保育所、桜木保育所、笑学校1年3

組、八幡保育所、浮島多賀モリ会、笠神認定こど

も園、高橋多賀モリ会、スマイル桜木 

284名 総体 

8月17日～ 

9月15日 

（全11回） 

介護・障害福祉課委託事業 

「健康ストレッチ教室」 
168名

大公 

山公 

ヘルス 

【凡例】 

市会：市民会館  中公：中央公民館  山公：山王地区公民館  

大公：大代地区公民館  市図：市立図書館   総体：総合体育館 

STEP：さんみらい多賀城イベントプラザSTEP  ヘルス：シルバーヘルスプラザ 

令和４年９月２９日提出 

                        多賀城市教育委員会 

                         教育長 麻生川 敦 
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臨時代理事務報告第１３号  

   臨時代理の報告について  

 教育長に対する事務委任等規則（昭和４７年多賀城市教育委員会規則

第７号）第３条の規定により、次のとおり臨時に代理したので、同規則

第６条第４号の規定により報告する。  

  令和４年９月２９日提出  

                     多賀城市教育委員会  

教育長 麻生川 敦  
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臨時代理書  

教育長に対する事務委任等規則（昭和４７年多賀城市教育委員会規則

第７号）第３条の規定により、次のとおり臨時に代理する。  

令和４年８月２９日  

多賀城市教育委員会   

教育長  麻生川  敦   

令和３年度多賀城市一般会計歳入歳出決算に対する意見に  

ついて  

このことについて、市長から地方教育行政の組織及び運営に関する法

律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条の規定に基づく意見を求めら

れたことから、異議ない旨回答する。  
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臨時代理事務報告第１４号  

   臨時代理の報告について  

 教育長に対する事務委任等規則（昭和４７年多賀城市教育委員会規則

第７号）第３条の規定により、次のとおり臨時に代理したので、同規則

第６条第４号の規定により報告する。  

  令和４年９月２９日提出  

                     多賀城市教育委員会  

教育長 麻生川 敦  
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臨時代理書  

教育長に対する事務委任等規則（昭和４７年多賀城市教育委員会規則

第７号）第３条の規定により、次のとおり臨時に代理する。  

令和４年８月２９日  

多賀城市教育委員会   

教育長  麻生川  敦   

令和４年度多賀城市一般会計補正予算（第３号）に対する  

意見について  

このことについて、市長から地方教育行政の組織及び運営に関する法

律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条の規定に基づく意見を求めら

れたことから、異議ない旨回答する。  
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議案第２０号  

   成年年齢引き下げに伴う成人式式典の名称について  

 このことについて、下記のとおり教育委員会の議決を求める。  

記  

令和４年度以降の式典の名称は、「成人式～二十歳を祝う会～」とす

る。  

  令和４年９月２９日提出  

多賀城市教育委員会    

教育長  麻生川  敦   
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成年年齢引き下げに伴う成人式式典の名称について 

民法改正により令和４年４月１日から成年年齢が２０歳から１８歳に引き下げられた。これまで２０歳を対

象に行ってきた成人式の対象年齢については、従来どおり２０歳とする旨を、令和３年１０月２５日開催の

令和３年第１０回教育委員会定例会において、決定したところである。 

一方、式典の名称については、民法上の成年年齢が１８歳になって以降、直近での開催が令和５年１

月であることから、引き続き調査研究し、後に決定することとなっていた。 

 今回、本市開催の成人式式典における名称を決定するものである。 

１ 民法改正の概要について 

民法の成年年齢を２０歳から１８歳に引き下げること等を内容とする民法の一部を改正する法律が成立

した。 

 民法の定める成年年齢は、単独で契約を締結することができる年齢という意味と、親権に服することが

なくなる年齢という意味を持つもので、この年齢は、明治２９年（１８９６年）に民法が制定されて以来２０

歳と定められてきた。これは、明治９年の太政官布告を引き継いだものといわれている。 

 成年年齢の見直しは、明治９年の太政官布告以来約１４０年ぶりであり、１８歳、１９歳の若者が自らの

判断によって人生を選択することができる環境を整備するとともに、その積極的な社会参加を促し社会

を活力あるものにする意義を有するものと考えられる。 

今回の改正は、令和４年４月１日に施行された。 

２ 成人式について 

(1) 成人式の概要について 

成人式については、その実施の具体的な方法が法律で定められているわけではなく、その対象年

齢を何歳とするか等、成人式の在り方については地方公共団体の判断で決められるものである。 

なお、国民の祝日に関する法律において、成人の日は「おとなになったことを自覚し、みずから生き

抜こうとする青年を祝いはげます」日と定められているが、「おとな」の年齢については明確な定義は設

けられておらず、民法の成年年齢と必ずしも一致するものではない。 

(2) 本市の成人式について 

本市の成人式は、１月の成人の日を含めた３連休の中日に市民会館で開催しており、新成人の代

表者で構成する実行委員会が運営主体となり、自ら式典の企画・運営に携わっている。 

これまでの成人式への参加状況は次のとおりである。 
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議案第２０号関係資料



                                                    （単位：人） 

年度 H31 R2 Ｒ3 

市内在住者／住民登録者数

（参加率） 

481/699

（68.8％） 

390/686

（56.9％） 

411/713

（57.6％） 

市外在住者 61 48 63 

参加者合計 542 438 474 

３ 社会教育委員へのアンケート調査結果について（令和３年３月実施） 

（設問一部抜粋）

問２ 名称について従来どおり２０歳を対象とした場合、「成人式」以外の名称での開催となりますが 

ふさわしいと思うものをお選びください。 

選択肢 回答件数 

１ 二十歳（はたち）を祝う会 ３ 

２ 二十歳（はたち）を祝う成人の集い ３ 

３ その他 １ 

合計 ７ 

４ 成年年齢引き下げに伴うアンケート調査の実施について 

(1) アンケート調査実施の目的について 

令和４年度に１８・１９歳となる方とその保護者を対象にアンケート調査を実施し、成人式の対象年齢

を決定するための判断材料とするものである。 

 (2) 調査概要について 

①対象者  市内在住の平成１５年４月２日から平成１７年４月１日までに生まれた方及びその保護者 

②対象人数 １、１９５名（令和３年９月１日現在） １７歳５９８人、１８歳５９７人及びその保護者 

③調査期間 令和３年９月１３日（月）から令和３年９月３０日（木）まで 

④回答方法 ＷＥＢアンケート調査（多賀城市ＨＰ内） 

(3) アンケート調査結果について 

 有効回答数 ５１５件（うち１７・１８歳の回答率 ３２．５％（388 人/1、195 人）） 

（設問一部抜粋）

問４ 「従来通り２０歳としたほうがよい」と答えた方に続けてお聞きします。その際の式典の名称はど

のようなものがいいと思いますか。 
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選択肢 回答件数 構成比 

ア 二十歳（はたち）を祝う会 ９０ １８．５ 

イ 成人の集い ４７ ９．７ 

ウ 二十歳（はたち）を祝う成人の集い ４４ ９．１ 

エ 成人式 ２９１ ６０．０ 

オ その他 １２ ２．５ 

未回答 １ ０．２ 

合計 ４８５ １００ 

その他 

・新成人式 ・名称はどうでもいいと思います。   など 

５ 社会教育委員へのアンケート調査結果について（令和４年７月実施）  

設問 成人式の名称について、事務局案として４点をお示しさせていただきます。 

次の４点のうち、１点又は２点をお選びください。 

選択肢 回答件数 構成比 

１ 成人式（二十歳を祝う会） ６ ４６.２ 

２ 二十歳を祝う成人の集い ４ ３０.８ 

３ 二十歳を祝う会 ３ ２３.０ 

４ 二十歳の集い ０ ０ 

合計 １３ １００ 

６ 令和５年成人式実行委員会での意見交換について（令和４年８月１７日（水）開催）  

アンケートの調査など、これまでの経緯を説明し、委員間で意見交換を行った。 

１２名中８名が出席し、８名全員が「成人式（二十歳を祝う会）」を選択した。 

委員からは選んだ理由として、「成人式と名称に入っているほうが式典感がある。」「成人式という看板

の前で写真を撮りたい。」「成人式と言われないとピンとこない。」「成人式という名称に憧れがある。」「成

人式という名称に慣れており、友人と成人式で再会しようと約束している。」などが挙げられた。 
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７ 他自治体の決定状況について 

19



８ 本市の決定内容について 

 (1) 式典の名称について 

   令和４年度以降の式典の名称は「成人式～二十歳を祝う会～」としたい。 

【理由】 

・市民アンケート調査の結果、「成人式」が６０％、次いで「二十歳を祝う会」が１８．５％と回答が多く、

この結果を踏まえた社会教育委員へのアンケートや令和５年成人式実行委員からの意見聴取にお

いても上記案について賛成する意見が多かったこと。 

・「成人式」は、これまで長らく親しまれてきた名称であり、今後も伝統を継承していくために名称とし

て残していく。 

・一方で、名称を「成人式」のみとした場合、対象年齢を１８歳と勘違いされることが懸念されるため、

「二十歳を祝う会」を名称に加えることで対象年齢を明確にする。 

９ 今後の周知方法について 

  市広報誌及び市ホームページ等ＳＮＳを活用し、市民に広く周知する。 
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